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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第22期
第１四半期
連結累計期間

第23期
第１四半期
連結累計期間

第22期

会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日

自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

売上高 (百万円) 20,475 23,448 90,571

経常利益 (百万円) 2,155 3,017 7,240

四半期(当期)純利益 (百万円) 102 1,626 3,596

四半期包括利益又は
包括利益

(百万円) 77 1,610 3,605

純資産額 (百万円) 22,656 16,118 15,103

総資産額 (百万円) 46,086 46,092 45,716

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 2.43 51.52 97.02

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 2.42 51.21 96.65

自己資本比率 (％) 49.2 35.0 33.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,121 788 6,923

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △722 △790 △2,069

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,516 △1,036 △3,443

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 3,733 4,432 5,471

(注)１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しておりま

せん。

　　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第22期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業会計

基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の

内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

 

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から６月30日まで）におけるわが国経済は、３月11日に発生

した東日本大震災やデフレ・原油高などの影響により、厳しい状況が継続しております。衣料品小売業界におき

ましても、震災直後の消費自粛が和らぎ、クールビズ関連衣料の売上が拡大するなど消費マインドの回復傾向が

見られるものの、夏季の電力供給の制約懸念があるなど引き続き不透明な状態にあります。

 このような状況の下、当社グループにおきましては、「商品・販売・宣伝部門の連携の徹底強化と、メリハリ

の利いたコストコントロールにより、さらに収益性を高め、連結経常利益の過去最高益を更新（平成18年３月期

の連結経常利益7,639百万円）する」を経営方針とし、構成する各会社および事業ごとの成長ステージに応じた

施策および出店を実施することで、企業価値の向上に努めてまいりました。

株式会社ユナイテッドアローズでは、２つの重点課題への取り組みを着実に推進いたしました。

① 商品・販売・宣伝部門の連携サイクルの強化

　当社の競争力を生み出す基本的な業務である商品、販売、宣伝部門の連携サイクルの徹底強化と精度向上を

図ることで収益向上につなげてまいりました。商品部門においては、販売部門から収集したお客様の声を活用

し、品ぞろえの精度向上につなげる取り組みを強化いたしました。販売部門においては、店舗マネジメント力を

向上させ販売力を強化したほか、陳列装飾の精度向上に取り組みました。宣伝部門においては、店頭の商品展開

と連動した上で、各種制作物、ホームページ、ソーシャルメディアやマスメディアを戦略的に使い分け、入店客数

の向上につなげました。

② 生産性の向上とメリハリの利いたコストコントロール

　部署間の連携強化と日々の業務改善により生産性の向上に注力するほか、収益に応じたコストコントロール

をきめ細かに行なうことにより、収益性を高めてまいりました。また、商品の消化施策の計画精度を高め、消化率

を週次で適正管理することで、たな卸資産の効率改善につなげました。

出退店では、ユナイテッドアローズ業態：４店舗の出店、グリーンレーベル リラクシング業態：３店舗の出

店、スモールビジネスユニット：３店舗の出店、１店舗の退店、アウトレット：１店舗の出店を実施し、当第１四

半期末の小売店舗数は155店舗、アウトレットを含む総店舗数は171店舗となりました。

 

　連結子会社の株式会社フィーゴでは、小売は、平成22年10月に開店したフィーゴ吉祥寺店が順調に推移した

ことなどにより増収となりました。また百貨店、専門店の消費環境が回復傾向にあることで卸売も堅調に推移い
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たしました。出退店では直営11店舗を維持しております。

　連結子会社の株式会社コーエン（決算月:１月）では、東日本大震災の影響で宮城県内の３店舗が４月下旬

まで営業を休止いたしましたが、他地区の店舗の売上高は好調に推移し、増収となりました。出退店では１店舗

の出店を実施し、当第１四半期末（平成23年４月末）の店舗数は35店舗となりました。

 

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高につきましては、主に単体において、主力業態であるユナイ

テッドアローズ業態やグリーンレーベル リラクシング業態を中心に、小売＋ネット通販既存店の売上高が好調

に推移し、23,448百万円（前年同期比14.5％増）となりました。売上総利益率につきましては、前年同期比 0.7

ポイント減の56.5％となりました。これは単体において、サンプル品の消化方法の変更に伴い売上原価に含まれ

る商品評価損が増加したことや、仕入品、雑貨の構成比を高めたことにより仕入原価率が上昇したことなどによ

るものです。販売費及び一般管理費率につきましては、雑誌などへの広告出稿やカタログ制作など、積極的な販

促施策を実施したことにより宣伝販促費は増加いたしましたが、コスト効率を高めたことにより前年同期比3.1

ポイント減の43.6％となりました。

以上により、当第１四半期連結累計期間の営業利益は3,003百万円（前年同期比39.8％増）、経常利益は3,017

百万円（前年同期比40.0％増）となりました。また、店舗の改装、移転などに伴う減損損失108百万円など合計

133百万円を特別損失に計上いたしましたが、前年同期において、資産除去債務の会計基準の適用に伴い資産除

去債務過年度償却費921百万円を特別損失に計上しており、四半期純利益は前年同期比1,524百万円増の1,626百

万円となりました。

 

　(2)　財政状態の分析

（資産）

　　　流動資産は、前連結会計年度末と比較して414百万円（1.5％）増加の28,756百万円となりました。これは、未収入

金が1,589百万円増加した一方、現金及び預金が1,035百万円、受取手形及び売掛金が78百万円、繰延税金資産が

209百万円それぞれ減少したことなどによります。

　　　固定資産は、前連結会計年度末と比較して37百万円（0.2％）減少の17,335百万円となりました。これは、建物及

び構築物が102百万円、長期前払費用が18百万円それぞれ増加した一方、有形固定資産その他が50百万円、無形固

定資産が74百万円、繰延税金資産が28百万円それぞれ減少したことなどによります。
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（負債）

　　　流動負債は、前連結会計年度末と比較して5,887百万円（21.4％）減少の21,597百万円となりました。これは、支

払手形及び買掛金が572百万円、１年内返済予定の長期借入金が2,264百万円それぞれ増加した一方、短期借入金

が8,000百万円、賞与引当金が678百万円それぞれ減少したことなどによります。

　　　固定負債は、前連結会計年度末と比較して5,248百万円（167.8％）増加の8,376百万円となりました。これは、長

期借入金が5,191百万円増加したことなどによります。

（純資産）

　純資産合計は、前連結会計年度末と比較して1,015百万円（6.7％）増加の16,118百万円となりました。これは、

利益剰余金が四半期純利益により1,626百万円増加した一方、配当金の支払により599百万円減少したことなど

によります。

　

　(3)　キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比

べ1,038百万円減少し、4,432百万円となりました。

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間における営業活動の結果得られた資金は788百万円（前年同期は1,121百万円の支

出）となりました。

収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益2,884百万円、減価償却費330百万円及び仕入債務の増加による

収入572百万円であり、支出の主な内訳は、賞与引当金の減少額678百万円、売上債権の増加による支出1,508百万

円、及び法人税等の支払額659百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間における投資活動の結果使用した資金は790百万円（前年同期は722百万円の支

出）となりました。

これは主に、新規出店および改装等に伴う有形固定資産の取得601百万円および無形固定資産の増加65百万円

等があったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間における財務活動の結果使用した資金は1,036百万円（前年同期は1,516百万円

の収入）となりました。

これは、長期借入れによる収入8,000百万円があったものの、短期借入金の純減少額8,000百万円、長期借入金

の返済による支出544百万円、配当金の支払額497百万円があったこと等によるものであります。
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　(4)　事業上および財務上の対処すべき課題

　　　当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および新

たに生じた課題はありません。

　　　なお、当社は財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等

（会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。

　　①　基本方針の内容

当社は株式の大量の買付であっても、当社の企業価値および株主の皆様の共同の利益に資するものであれば、

これを否定するものではありません。また、会社の支配権の移転を伴うような大量の株式の買付提案に応じるか

否かの判断は最終的には株主の皆様の総意に基づき行われるべきものと考えております。

しかし、株式の大量の買付行為の中には、その目的等から見て企業価値ひいては株主の皆様の共同の利益に対

する明白な侵害をもたらすもの、株主の皆様に株式の売却を事実上強要するおそれのあるもの、対象会社の取締

役会や株主の皆様が株式の大量買付について検討し、あるいは対象会社の取締役会が代替案を提案するための

十分な時間や情報を提供しないものなど、対象会社の企業価値および株主の皆様の共同の利益に資さないもの

も少なくありません。

特に当社にとっては、高いストアロイヤルティの維持が経営上極めて重要であり、当社の中期的な企業価値の

向上とともに、株主の皆様の利益に繋がるものであると確信しております。これらが当社の株式の買付を行う者

により中長期的に確保され、向上させられるものでなければ、当社の企業価値ひいては株主共同の利益は毀損さ

れることになります。

当社としては、このような当社の企業価値・株主共同の利益に資さない大量買付を行う者は、当社の財務およ

び事業の方針の決定を支配する者として不適切であり、このような者による大量買付に対しては必要かつ相当

な対抗をすることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保する必要があると考えます。

 

②　基本方針の実現に資する特別な取組み

当社は、中期的な事業戦略として、昨年から掲げております「チャネル戦略」と「ブランド・エクイティ増殖

戦略」によって、既存事業の成長と新規事業の開発を目指してまいります。

（１） 顧客との接点を拡大する「チャネル戦略」

当社はこれまでファッションビルと路面店を中心に出店を行なってまいりました。今後は、これらの出店に加

えて、駅ナカ、高速道路のサービスエリアや空港等の多様化する交通チャネル、変革著しい百貨店への出店、そし

て成長拡大が続くネット通販を継続強化するとともに、テレビ通販も強化してまいります。

（２） ブランド・エクイティを活用する「ブランド・エクイティ増殖戦略」

平成２年７月の「ユナイテッドアローズ」第１号店渋谷店のオープンから今日に至るまで、店頭において顧

客とのコミュニケーションを愚直に重ねることにより積み上げてきたブランド・エクイティを活用し、今後は

ファッション分野だけでなく、衣食住にわたるライフスタイル型ライセンス事業の展開と海外への出店の本格

的な検討を開始するとともに、既存事業のフランチャイズ出店の検討も行なってまいります。

 

既存事業の成長戦略と新規事業開発戦略に加えて、これらの戦略を実行することが、当社グループの中期的な

企業価値ひいては株主共同の利益の確保、向上に繋がるものであると考えております。

 

③　基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するた

めの取組み

当社は、平成23年５月11日の当社取締役会及び平成23年６月23日開催の当社定時株主総会の決議に基づき、当

社株式の大量取得行為に関する対応策（以下「本プラン」といいます。）を導入しております。本プランは、当
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社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支

配されることを防止し、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に反する大量買付を抑止するとともに、当社株

券等に対する大量買付が行われる際に、当社取締役会が株主の皆様に代替案を提案したり、あるいは株主の皆様

がかかる大量買付に応じるべきか否かを判断するために必要な情報や時間を確保すること、株主の皆様のため

に交渉を行うこと等を可能とすることを目的とするものです。

本プランは、当社株券等の20％以上を買収しようとする者が現れた際に、買収者に事前の情報提供を求める

等、上記の目的を実現するために必要な手続を定めています。買収者は、本プランに係る手続に従い、当社取締役

会において本プランを発動しない旨が決定された場合に、それ以降に限り当社株券等の大量買付を行なうこと

ができるものとされています。

当社は、本プランにおける対抗措置の発動の判断については、取締役会の恣意的判断を排するため、当社経営

陣から独立した当社社外監査役等のみから構成される独立委員会の客観的な判断を経ることとしています。

買収者は、買付等に先立ち、買付等の内容の検討に必要な所定の情報を提供することが求められます。また、独

立委員会は、当社取締役会に対しても、買収者の買付等の内容に対する意見や根拠資料、代替案等の情報を提供

するよう要求することができ、買付等の内容や当社取締役会の代替案等の検討、買収者との協議・交渉等を行な

います。

買収者が本プランにおいて定められた手続に従わない場合や、当社株券等の大量買付が当社の企業価値ひい

ては株主共同の利益に対する明白な侵害をもたらすおそれがある場合等で、本プラン所定の発動要件を満たす

と判断する場合には、当社取締役会に対して、買収者等による権利行使は原則として認められないとの行使条件

及び当社が原則として買収者等以外の者から当社株式と引換えに新株予約権を取得できる旨の取得条項が付さ

れた新株予約権を、その時点の当社を除く全ての株主の皆様に対して新株予約権無償割当ての方法により割り

当てる対抗措置の発動を勧告します。当社取締役会は、当該勧告を最大限尊重して、新株予約権の無償割当ての

実施または不実施等に関する決議を行います。また、当社取締役会は、本プラン所定の場合には、株主総会を招集

し、新株予約権無償割当ての実施に関する株主の皆様の意思を確認することがあります。

本プランに従って新株予約権無償割当てがなされ、その行使又は当社による取得に伴って買収者等以外の株

主の皆様に当社株式が交付された場合には、買収者等の有する当社の議決権割合は、最大50％まで希釈化される

可能性があります。

本プランの有効期間は、原則として、平成23年６月23日開催の当社定時株主総会終結後３年以内に終了する事

業年度のうち最終のものに関する定時株主総会の終結の時までとされています。

 

④　具体的取組みについての当社取締役会の判断およびその理由

当社の既存事業の成長戦略と新規事業開発戦略に加えた中期的な事業戦略の実行は、当社の中期的な企業価

値ひいては株主共同の利益を確保、向上のための具体的方策であり、当社の基本方針に沿うものです。

また、本プランは、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保することを目的とするものであり、当社の

基本方針に沿うものです。特に、本プランは、「企業価値・株主共同の利益の確保又は向上のための買収防衛策

に関する指針」の定める三原則を充足していること、平成23年６月23日開催の当社定時株主総会において株主

の皆様の承認を得ていること、一定の場合に株主総会を招集し本プランの発動の是非について株主の皆様の意

思を確認できることとしていること、その有効期間を約３年とするいわゆるサンセット条項が付されているこ

と等株主意思を重視するものであること、本プランの発動に際しての実質的な判断は、独立性を有する社外監査

役等のみから構成される独立委員会により行われること、独立委員会は当社の費用で独立した第三者専門家等

の助言を受けることができるものとされていることなど、その判断の公正さ・客観性がより強く担保される仕

組となっていること等により、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資するものであって、株主の共同の利

益を損なうものでないとともに、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではありません。
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　(5)　研究開発活動

　　　特記事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ユナイテッドアローズ(E03316)

四半期報告書

 9/32



第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 190,800,000

計 190,800,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 42,800,00042,800,000
東京証券取引所
(市場第１部)

単元株式数は100株でありま
す。

計 42,800,00042,800,000― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年６月30日 ― 42,800,000 ― 3,030 ― 4,095
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

① 【発行済株式】

平成23年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式　11,229,100
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　31,562,200 315,622 ―

単元未満株式 普通株式　　　 8,700 ― ―

発行済株式総数 42,800,000 ― ―

総株主の議決権 ― 315,622 ―

 

② 【自己株式等】

平成23年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ユナイテッドア
ローズ

東京都渋谷区神宮前二丁
目31番12号

11,229,100― 11,229,10026.24

計 ― 11,229,100― 11,299,10026.24
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しており

ます。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,640 4,604

受取手形及び売掛金 257 178

商品 15,698 15,784

貯蔵品 169 187

未収入金 5,108 6,698

その他 1,509 1,343

貸倒引当金 △40 △39

流動資産合計 28,342 28,756

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,592 6,695

その他（純額） 1,596 1,545

有形固定資産合計 8,189 8,241

無形固定資産

その他 1,885 1,810

無形固定資産合計 1,885 1,810

投資その他の資産

差入保証金 6,224 6,224

その他 1,079 1,063

貸倒引当金 △4 △4

投資その他の資産合計 7,299 7,283

固定資産合計 17,373 17,335

資産合計 45,716 46,092

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,193 7,766

短期借入金 12,800 4,800

1年内返済予定の長期借入金 2,094 4,358

未払法人税等 600 992

賞与引当金 1,233 554

役員賞与引当金 60 －

その他 3,503 3,125

流動負債合計 27,484 21,597

固定負債

長期借入金 1,238 6,429

役員退職慰労引当金 91 91

資産除去債務 1,791 1,848

その他 7 7
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

固定負債合計 3,128 8,376

負債合計 30,613 29,973

純資産の部

株主資本

資本金 3,030 3,030

資本剰余金 4,095 4,095

利益剰余金 19,514 20,540

自己株式 △11,537 △11,532

株主資本合計 15,102 16,133

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △11 △14

繰延ヘッジ損益 12 △0

その他の包括利益累計額合計 0 △15

純資産合計 15,103 16,118

負債純資産合計 45,716 46,092
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 20,475 23,448

売上原価 8,771 10,211

売上総利益 11,704 13,237

販売費及び一般管理費 9,556 10,234

営業利益 2,148 3,003

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 3 3

為替差益 11 8

仕入割引 9 9

その他 16 43

営業外収益合計 41 65

営業外費用

支払利息 29 41

その他 4 9

営業外費用合計 34 50

経常利益 2,155 3,017

特別利益

店舗閉鎖損失引当金戻入額 22 －

特別利益合計 22 －

特別損失

固定資産除却損 30 17

減損損失 165 108

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 921 －

その他 4 6

特別損失合計 1,121 133

税金等調整前四半期純利益 1,055 2,884

法人税、住民税及び事業税 490 1,008

法人税等調整額 462 248

法人税等合計 953 1,257

少数株主損益調整前四半期純利益 102 1,626

四半期純利益 102 1,626
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 102 1,626

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 4 △3

繰延ヘッジ損益 △29 △12

その他の包括利益合計 △25 △15

四半期包括利益 77 1,610

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 77 1,610

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月1日
 至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月1日
 至 平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,055 2,884

減価償却費 326 330

無形固定資産償却費 76 81

長期前払費用償却額 20 22

減損損失 165 108

のれん償却額 79 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △986 △678

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △60

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △22 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △0

受取利息及び受取配当金 △3 △3

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 921 －

支払利息 29 41

有形固定資産除却損 2 0

売上債権の増減額（△は増加） 102 △1,508

たな卸資産の増減額（△は増加） △294 △104

その他の流動資産の増減額（△は増加） 55 △65

仕入債務の増減額（△は減少） △291 572

その他の流動負債の増減額（△は減少） △610 △220

その他の固定負債の増減額（△は減少） 12 84

その他 0 －

小計 637 1,485

利息及び配当金の受取額 3 3

利息の支払額 △30 △40

法人税等の支払額 △1,731 △659

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,121 788

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △46 △3

有形固定資産の取得による支出 △580 △601

有形固定資産の除却による支出 － △68

無形固定資産の取得による支出 △27 △65

長期前払費用の取得による支出 △38 △51

差入保証金の差入による支出 △28 △260

差入保証金の回収による収入 － 259

投資活動によるキャッシュ・フロー △722 △790
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月1日
 至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月1日
 至 平成23年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,670 △8,000

長期借入れによる収入 － 8,000

長期借入金の返済による支出 △544 △544

自己株式の処分による収入 11 4

配当金の支払額 △621 △497

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,516 △1,036

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △327 △1,038

現金及び現金同等物の期首残高 4,061 5,471

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,733

※1
 4,432
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【継続企業の前提に関する注記】

該当事項はありません。

 

 

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

 

 

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

 

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

 

 

【追加情報】

 

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
 至　平成23年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 3,892百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △　159　〃

現金及び現金同等物 3,733百万円

  

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 4,604百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △　171　〃

現金及び現金同等物 4,432百万円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

 

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25
日
定時株主総会

普通株式 759 18平成22年３月31日平成22年６月28日利益剰余金

 

２ 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　　該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

　　　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

 

当第１四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

 

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月23
日
定時株主総会

普通株式 599 19平成23年３月31日平成23年６月24日利益剰余金

 

２ 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　　該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

　　　株主資本の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　　Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　　　当社グループは衣料品小売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　　　当社グループは衣料品小売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。
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(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。
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(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。
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(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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 (１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算

定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
 至　平成23年６月30日)

(1)１株当たり四半期純利益金額 2.43円 51.52円

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額(百万円) 102 1,626

普通株主に帰属しない金額 ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 102 1,626

普通株式の期中平均株式数(千株) 42,221 31,572

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 2.42円 51.21

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額(百万円) ― ―

普通株式増加数(千株) 130 189

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜
在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が
あったものの概要

― ―

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ユナイテッドアローズ(E03316)

四半期報告書

31/32



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

平成２３年８月１２日

 

株式会社　ユナイテッドアローズ  

取締役会 御中

 

 

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ  

 指定有限責任社員
 
業務執行社員

 公認会計士 中川正行  

 指定有限責任社員
 
業務執行社員

 公認会計士 中塚　亨  

 
 
　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社
ユナイテッドアローズの平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計
期間（平成２３年４月１日から平成２３年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２３年４月１日か
ら平成２３年６月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期
連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対
する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準
に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される
質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥
当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と
認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユナイテッドアローズ及び連結子会社の平成２３
年６月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ
ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 
（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

期報告書提出会社）が別途保管しております。
２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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